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建交労鉄道

岩手地本
ス
ト
ラ
イ
キ
は
要
求
実

現
す
る
最
大
の
力

西
日
本
鉄
道
本
部
は

２
０
２
年
４
月
１
日
以

降
の
賃
金
に
つ
い
て
の

回
答
を
３
月
８
日
に
指

定
し
て
い
ま
し
た
が
、

会
社
か
ら
回
答
が
な
い

為
、
京
都
電
車
区
で
午

前
９
時
か
ら
17
時
ま
で

の
時
限
ス
ト
ラ
イ
キ
に

入
り
ま
し
た
。

賃
上
げ
こ
そ
が
職
場
の

皆
が
笑
顔
に
つ
な
が
る

午
前
８
時
か
ら
電
車

区
前
宣
伝
行
動
に
は
組

合
員
13
名
参
加
。
京
都

総
評
・
自
冶
労
連
・
国

労
京
滋
・
京
都
府
職
労
・

全
国
一
般
・
建
交
労
京

都
府
本
部
の
仲
間
が
駆

け
つ
け
、
激
励
の
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

賃
上
げ
の
条
件
は
あ
る

10
時
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
本
社
前
に
移
動
、

ス
ト
ラ
イ
キ
突
入
・
抗

議
集
会
を
行
い
、
奥
田

委
委
員
長
は
「
内
部
留

保
を
取
り
崩
し
て
賃
上

げ
を
。
雪
害
対
策
の
経

験
か
ら
学
び
、
現
場
の

声
を
聞
き
安
全
を
守

れ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
に
は
建
交
労

大
阪
府
本
部
前
村
委

員
長
、
大
阪
労
連
管

委
員
長
、
建
交
労
近

畿
地
方
川
口
議
長
か

ら
連
帯
の
挨
拶
と
激

励
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
で
決
起

し
た
組
合
員
三
宅
副
委

員
長
の
決
意
表
明
の
後

に
、
古
谷
書
記
長
の
音

頭
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
と
団
結
が
ん
ば
ろ
う

を
行
い
ま
し
た
。

「

Ｊ

Ｒ

北

海

道

を

国

の

責

任

で

公

共

交

通

と

し

て

の

役

割

を

果

た

さ

せ

る

こ

と

」

、

「

脱

炭

素

社

会

に

向

け

モ

ー

ダ

ル

シ

フ

ト

（

鉄

道

輸

送
へ
の
輸
送
量
の
転
移
）

を
推
進
す
る
た
め
Ｊ
Ｒ

貨
物
へ
財
政
支
援
を
行

う
こ
と
」
を
中
心
に
進

め
ま
し
た
。
国
交
省
の

回
答
は
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道

に
は
３
年
間
で
１
３
０

２
億
円
の
支
援
」
な
ど

当
面
の
対
策
に
終
始
。

抜
本
的
対
策
を
求
め
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
最
上
北

海
道
鉄
道
本
部
書
記
長

は
「
Ｊ
Ｒ
北
の
安
全
・

安
心
な
鉄
道
網
を
維
持

す
る
た
め
に
は
経
営
安

定
基
金
運
用
益
が
当
初

計
画
額
通
り
担
保
で
き

る
よ
う
、
恒
久
的
な
収

入
補
償
が
続
け
ら
れ
る

制
度
の
法
制
化
こ
そ
必

要
」
を
求
め
ま
し
た
。

国
が
責
任
を
持
っ
て

財
政
支
援
な
ど
継
続
を

求
め
ま
し
た
。

ま
た
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
つ

い
て
国
交
省
は
「
税
制

特
例
を
２
年
間
延
長
し

た
」
な
ど
と
回
答
。
森

全
国
鉄
道
本
部
委
員
長

は
鉄
道
貨
物
の
輸
送
量

に
つ
い
て
、
２
０
２
５

年
度
の
政
府
目
標
が
２

０
９
億
ト
ン
キ
ロ
に
対

し
、
当
該
の
Ｊ
Ｒ
貨
物

の
必
達
目
標
は
１
９
６

億
ト
ン
キ
ロ
と
低
い
実

態
を
示
し
、
企
業
努
力

は
連
続
す
る
労
働
条
件

切
り
下
げ
に
直
結
し
限

界
だ
。
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
を
国
の
政
策
に
位
置

づ
け
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

お知らせ

さようなら原発

岩手県集会２０２３

３月18日 13時30分～15時30分

岩手育会館多目的ホール

◇ 講 演

「原発回帰は許さない！

～ 危険でやっぱり割に合わない原発

をなぜすすめるのか ～

大 島 堅 一 さ ん

◇ 報 告

「原発反対運動の状況」

伊 東 達 也 さ ん

参加無料

な
ぜ
原
発
再
稼
働
方
針

大
転
換
を
急
い
で
決
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か松
久
保
肇
（
原
子
力
資

料
情
報
室

事
務
局
長
）

昨
年
８
月
24
日
、
岸

田
首
相
が
原
発
運
転
期

間
の
延
長
と
原
発
建
設

を
含
む
原
発
活
用
方
針

の
検
討
を
指
示
し
て
か

ら
、
わ
ず
か
４
カ
月
。

12
月
22
日
の
政
府
のG

X

（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

実
行
会
議
は
原
発
活
用

方
針
を
含
む
基
本
方
針

を
承
認
、
年
末
年
始
を

挟
ん
で
30
日
間
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意

見
公
募
）
が
実
施
さ
れ

た
も
の
の
、
事
実
上
、

方
針
は
固
め
ら
れ
た
。

２
０
１
２
年
、
東
京

電
力
福
島
第
1
原
発
事

故
の
反
省
を
受
け
て
、

与
野
党
合
意
の
下
、
原

発
の
運
転
期
間
は
原
則

40
年
、
例
外
的
に
20
年

延
長
を
可
能
に
す
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
政

府
は
こ
れ
ま
で
「
原
発

の
新
増
設
は
想
定
し
て

い
な
い
」
と
繰
り
返
し

答
弁
し
て
き
た
。
つ
ま

り
緩
や
か
な
脱
原
発
は

既
定
路
線
だ
っ
た
。

方
針
転
換
は
根
拠
に
欠

け
る事

故
か
ら
約
12
年
、

原
子
力
緊
急
事
態
宣
言

は
い
ま
だ
解
除
さ
れ
ず
、

世
論
も
６
割
超
が
脱
原

発
を
求
め
る
中
で
、
岸

田
首
相
は
、
原
発
政
策

を
百
八
十
度
方
針
転
換

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

方
針
転
換
の
理
由
と
し

て
、
政
府
は
大
き
く
、

①
電
力
需
給
逼
迫
対
策

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
確
保
③
脱
炭
素
の
推

進
役
と
３
つ
の
理
由
を

挙
げ
て
い
る
。
だ
が
、

い
ず
れ
も
根
拠
に
欠
け

る
。第

1
に
未
稼
働
原
発

は
地
元
理
解
や
工
事
未

了
、
安
全
性
が
未
確
認

な
ど
、
再
稼
働
で
き
な

い
理
由
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
地
震
な
ど
で
原
発

が
停
止
す
る
事
例
は
複

数
あ
る
。
よ
っ
て
電
力

需
給
逼
迫
に
は
、
い
つ

再
稼
働
で
き
る
か
わ
か

ら
な
い
原
発
よ
り
も
、

節
電
や
建
物
の
省
エ
ネ

化
な
ど
の
需
要
抑
制
が

効
果
的
だ
。

第
２
に
原
発
の
燃
料

で
あ
る
ウ
ラ
ン
資
源
は

す
べ
て
輸
入
だ
。
さ
ら

に
、
ウ
ラ
ン
は
濃
縮
工

程
を
経
な
い
と
原
発
の

燃
料
と
し
て
使
え
な
い

が
、
こ
の
ウ
ラ
ン
濃
縮

で
は
ロ
シ
ア
が
世
界
シ
ェ

ア
の
約
50
％
を
占
め
て

い
る
。

第
３
に
近
年
、
原
発

の
建
設
期
間
は
10
年
、

中
に
は
15
年
以
上
を
要

し
て
い
る
も
の
ま
で
あ

る
。
一
方
、
同
じ
脱
炭

素
電
源
で
も
太
陽
光
は

1
年
程
度
、
風
力
で
も

数
年
程
度
で
建
つ
。
発

電
所
が
新
設
さ
れ
る
ま

で
は
既
存
の
石
炭
火
力

な
ど
のC

O

２
排
出
の
多

い
電
源
が
生
き
残
る
こ

と
に
な
る
が
、
建
設
期

間
の
短
い
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ほ
う
がC

O

２
排

出
量
を
早
く
多
く
削
減

で
き
る
。

原
発
に
は
膨
大
な
コ
ス

ト
が
か
か
る

第
4
に
原
発
に
は
膨

大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

２
０
１
１
年
か
ら
20
年

ま
で
の
電
力
会
社
の
原

発
維
持
費
は
17
兆
円
だ
っ

た
。
こ
れ
は
電
気
料
金

の
内
数
と
な
っ
て
消
費

者
に
は
見
え
な
い
形
で

徴
収
さ
れ
て
い
る
。
動

か
な
い
原
発
の
た
め
に
、

電
気
料
金
は
高
く
な
っ

て
き
た
わ
け
だ
。
さ
ら

に
新
設
に
も
欧
米
で
は

1
基
あ
た
り
1
兆
～
２

兆
円
と
膨
大
な
コ
ス
ト

が
か
か
っ
て
い
る
。

国
は
電
力
会
社
の
建
設

費
負
担
を
回
避
す
る
た

め
、
国
民
に
負
担
さ
せ

る
方
針
だ
。
原
発
の
新

設
も
運
転
期
間
延
長
も

問
題
に
な
る
の
は
早
く

て
も
数
年
以
上
先
の
話

だ
。今

、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

急
い
で
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
結
局
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
・
電

力
高
騰
と
い
っ
た
状
況

を
「
カ
ミ
カ
ゼ
」
と
し

て
利
用
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。

ま

た
原
発

活
用

方
針

を
ま
と
め
た
経
産
省
の

審
議
会
は
21
人
い
る
委

員
の
う
ち
筆
者
を
含
め

２
人
し
か
脱
原
発
派
が

存
在
し
な
い
。
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
強
引
な
進

め
方
は
、
国
民
の
政
策

へ
の
信
頼
を
ま
す
ま
す

失
わ
せ
る
。
岸
田
首
相

は
、
原
発
活
用
方
針
を

撤
回
し
て
、
改
め
て
原

発
を
ど
う
す
る
の
か
、

結
論
あ
り
き
で
は
な
い

議
論
を
行
う
べ
き
だ
。

法
案
の
締
め
切
り
が

あ
る
の
で
仕
方
な
い
」

と
山

中
伸
介

委
員
長

原
発
60
年
超
稼
働
の
結

論
を
急
い
だ
。

原
発
ゼ
ロ
Ｎ
Ｏ

１
４
３

ね
ら
わ
れ
て
い
る
原
発
再
稼
働

農薬による

子どもの脳への影響

有機農産物で体内の農薬減少（食べ物通信 家

庭栄養学研究編集部）

発達障害の子どもが急増してい ます。文部省の

調査で、全国の公立小中学校の通常学級に通う

子どもの８・８%に 発達障害の可能性があ ること

が明らかに なりました。その原因に 、ネ オ ニコチ

ノイド系農薬や除草剤グリコサードが大きく関わっ

ていることの報告があります。食材を有機農産物

に変えることで、体内の農薬が減ることも分かり

ました。

子どもたちの健全な発達のために、有機給食の

実現は急務です。

ネ オニコチノイド系農薬が子どもの発達障害の

原因なるとの報告があ ります 。（木村・黒田純子

氏、黒田洋一郎氏）ネオ ニコチノイド系農薬の出

荷量と発達障害の増え方が相関しています。

輸入小麦に使用される除草剤による健康影響

グ リンサー トの発がん 性は各国から報告されて

います。また、重症の（セリアック病）を発症する

との報告もあります。小麦のグリホサート含有利っ

とセリアック病の発生率の推移がほぼ同じです。

輸入小麦のパンからグリホサート検出。

国産の小麦のパンは不検出。

有機農産物に変えることで体内のネ オ ニコ計農

薬減少

農薬・化学肥料を用い た食材を食べ続け た人

の尿から平均５．０５PPbの農薬のネ オ ノイド計

農薬が検出。有機食材を５日間食べ続け ると、

尿中濃度は大幅に 下がりました。

人間が健康に生きて行く為に16３

23
春
闘
で
は
労
働
組
合
の
存
在
意
識
が
問
わ
れ
て
い
る

ス
ト
ラ
イ
キ
で
こ
そ
賃
上
げ
で
き
る

京
都
電
車
区
組
合
員
２
名
・
ス
ト
ラ
イ
キ
で
決
起

中央行動に際し
全国鉄道本部は国土交通省要請
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Ｊ
Ｒ

貨
物
の
賃
上
げ
は

輸
送
社
会
に
勤
め
る
労

働
者
の
力
に
な
る

Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
し
て
、

春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
Ｊ
Ｒ
貨
物
で

働
く
労
働
者
の
生
活
を

支
え
る
た
め
に
、
大
幅

な
賃
金
ア
ッ
プ
は
切
実

な
願
い
で
あ
る
こ
と
を

求
め
て
き
ま
し
た
が
、

会
社
は
こ
れ
ま
で
の
収

入
状
況
は
様
々
な
要
因

の
も
と
赤
字
経
営
と
な
っ

て
い
る
と
し
て
厳
し
い

経
営
状
況
を
示
し
て
い

ま
す
。

我
々
は
厳
し
い

経
営
状
況
は
経
営

側
の
責
任
で
あ
り
、

労
働
者
の
賃
金
要

求
は
生
活
を
し
て

い
く
う
え
で
必
要

な
生
計
費
原
則
に

の
っ
と
っ
た
正
当

な
要
求
で
す
。

人
材
は
コ
ス
ト

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
材
は
資
産
で
す
。

会
社
は
そ
の
こ
と

を
重
く
受
け
止
め

な
け
れ
ば
若
年
退
職
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

ば
か
り
か
、
人
材
確
保

に
支
障
を
き
た
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

23

春
闘
は
終
盤
戦
を

む
か
え
、
今
後
Ｊ
Ｒ
各

社
で
は
回
答
が
出
さ
れ

ま
す
が
、
我
々
建
交
労

が
要
求
す
る
「
３
４
０

０
０
円
以
上
の
賃
上
げ
」

は
コ
ロ
ナ
危
機
に
直
面

し
て
も
な
お
た
め
込
ん

で
い
る
内
部
留
保
の
一

部
を
と
り
崩
す
だ
け
で

実
現
で
き
ま
す
。
春
闘

ア
ン
ケ
ー
ト
に
託
さ
れ

た
切
実
な
要
求
実
現
に

向
け
て
、
団
体
交
渉
を

粘
り
強
く
た
た
か
い
、

く
ら
し
と
物
流
を
支
え

る
鉄
道
の
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
国
が
責
任
を

も
っ
て
維
持
・
拡
充
を

は
か
る
こ
と
を
求
め
、

国
民
の
安
全
・
安
心
な

交
通
圏
を
確
保
す
る
運

動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

と
森
本
部
委
員
長
挨
拶
。

春
闘
要
求
３
万
４
千
円

は
生
活
費
、
満
額
回
答

せ
よ宮

城
大
江
委
員
長
「
生

活
し
て
い
て
感
じ
る
こ

と
は
燃
料
費
の
高
騰
で

あ
る
電
気
・
ガ
ス
・
灯

油
な
ど
軒
並
み
上
が
っ

て
い
る
」
生
活
の
厳
し

さ
を
訴
え
「
大
幅
な
賃

上
げ
が
無
け
れ
ば
さ
ら

に
生
活
が
困
窮
す
る
！

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
社
員
の
生

活
を
支
え
る
こ
と
が
会

社
の
責
務
で
は
な
い
か
」

と
訴
え
ま
し
た
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
パ
ワ

ハ
ラ
で
安
全
は
守
れ
な

い
Ｊ
Ｒ
貨
物
稲
沢
機
関

区
運
転
士
鉄
道
本
部
副

委
員
長
は
、
ミ
ス
を
し

た
社
員
教
育
に
対
し
て

「
ミ
ス
の
聞
き
取
り
調

査
が
厳
し
く
自
殺
者
が

出
た
。
厳
し
く
追
及
す

る
こ
が
事
故
を
無
く
す

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
安
全

は
守
れ
な
い
」
と
事
故

を
起
こ
し
た
社
員
に
対

す
る
パ
ワ
ハ
ラ
的
な
扱

い
に
対
す
る
会
社
の
責

任
を
訴
え
ま
し
た
。

差
別
す
る
新
人
事
賃
金

制
度
は
即
時
撤
回

Ｊ
Ｒ
貨
物
広
島
機
関

区
運
転
士
三
井
鉄
道
本

部
執
行
委
員
は
、
新
人

事
制
度
に
つ
い
て
「
ま

じ
め
に
働
く
建
交
労
の

組
合
員
が
低
く
評
価
さ

れ
て
い
る
」
「
昇
級
試

験
の
合
格
基
準
が
明
ら

か
に
さ
れ
ず
、
何
回
受

け
て
も
落
と
さ
れ
る
」

「
安
全
を
守
る
職
場
に

評
価
制
度
は
な
じ
ま
な

い
」
と
不
満
が
沸
き
上

が
る
差
別
。
こ
ん
な
制

度
は
即
時
撤
回
と
厳
し

く
追
及
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
で
働
く
労
働

者
の
生
活
を
守
れ

建
交
労
都
本
部
の
遠

藤
書
記
長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ

貨
物
で
は
定
期
昇
給
を

削
減
す
る
と
聞
い
た
が
、

貨
物
会
社
役
員
は
Ｊ
Ｒ

貨
物
で
働
く
労
働
者
の

生
活
が
出
来
な
い
と
い

う
声
を
き
い
て
ほ
し
い
」

と
激
励
と
連
帯
の
挨
拶

を
頂
い
き
ま
し
た
。
。

後
に
、
下
山
書
記
長
の

音
頭
で
「
大
幅
賃
上
げ

を
実
施
せ
よ
」
「
人
事

制
度
を
見
直
せ
」
「
昇

進
試
験
の
合
格
基
準
を

明
確
に
せ
よ
」
と
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

本
格
的
な
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
会
員
の
皆

さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

こ
の
冬
は
、
気
候
変
動

に
よ
り
日
本
海
の
海
水
温

が
高
い
た
め
、
地
域
に
よ
っ

て
降
雪
に
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
ま
す
。
日
本
海
沿

岸
に
は
湿
雪
が
多
量
に
降

り
積
も
る
一
方
、
志
賀
・

妙
高
高
原
な
ど
山
岳
地
帯

の
積
雪
は
少
な
目
で
、
雪

の
上
に
ブ
ッ
シ
ュ
が
多
く

出
て
い
ま
す
。
1
月
中
旬

に
は
気
温
上
昇
で
雨
が
降

り
、
積
雪
が
緩
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
10
年
に
一
度
と

言
わ
れ
る
寒
波
が
訪
れ
、

各
地
に
大
雪
を
降
ら
せ
、

交
通
や
生
活
に
支
障
が
生

じ
て
い
ま
す
。

一
度
緩
ん
だ
積
雪
が
凍

結
し
、
そ
の
上
に
新
雪
が

多
量
に
積
も
る
と
、
新
雪

表
層
雪
崩
が
起
き
る
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。
す
で

に
北
海
道
・
羊
蹄
山
や
長

野
県
・
白
馬
乗
鞍
岳
な
ど

で
雪
崩
に
よ
る
死
亡
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。
気
候

変
動
の
影
響
で
、
こ
れ
か

ら
も
荒
れ
た
天
候
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ス
キ
ー
場
の

管
理
エ
リ
ア
外
へ
入
る
と

き
は
、
事
前
の
気
象
情
報

の
収
集
、
判
断
を
行
い
、

ビ
ー
コ
ン
・
プ
ロ
ー
プ
・

ス
ノ
ー
シ
ャ
ベ
ル
の
携
帯

は
勿
論
の
こ
と
、
現
地
で

も
降
雪
と
積
雪
情
報
を
確

認
し
、
現
場
で
は
、
「
雪

崩
地
形
」
「
地
形
の
罠
」

な
ど
確
認
し
、
危
険
な
場

所
で
は
パ
ー
テ
ィ
ー
の
危

険
回
避
の
行
動
を
と
る
な

ど
、
雪
崩
対
策
を
十
分
に

行
う
こ
と
を
呼
び
か
け
ま

す
。
ま
た
、
ス
キ
ー
協
ら

し
く
一
人
ひ
と
り
が
安
全

に
対
し
て
意
見
を
出
し
合

い
、
無
理
の
な
い
判
断
を

行
い
、
“
楽
し
む
こ
と
”

を
最
優
先
に
行
動
す
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。

山
ス
キ
ー
（
バ
ッ
ク

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
）

を
は
じ
め
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
事
故
・
遭
難
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
、
安

全
対
策
に
十
分
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

勤
労
者
全
国
山
ス
キ
ー

部
長

吉
田
安
信

新
人
事
賃
金
制
度
に
よ
る
差

別
や
め
ろ

生
活
で
き
る
賃
金
を

２０２３春闘・全国統一行動

３・９ＪＲ貨物本社前
抗議・宣伝行動

３
月
９
日

13

時
Ｊ
Ｒ
貨
物
本
社
前
（
高
島
屋
前
）
で
建
交
労
鉄
道

本
部
は
23
闘
に
お
い
て
、
〇
新
人
事
賃
金
制
度
に
よ
る
差
別
や
め
ろ
、
〇

定
期
昇
給
に
差
を
つ
け
る
な
、
〇
人
出
不
足
を
解
消
せ
よ
、
〇
月
額
３

万
４
千
円
以
上
の
賃
上
げ
を
求
め
、
全
国
統
一
行
動
決
起
集
会
を
貨
物

組
合
員
、
東
日
本
本
部
、
建
交
労
本
部
か
ら
の
支
援
者
26
名
以
上
の
方
が
集
ま

り
ま
し
た
。

荒
れ
た
天
候
に
十
分
な
安
全
対
策
を

大
河
ド
ラ
マ
の
影
響

で
家
康
の
出
ま
れ
た
愛

知
県
岡
崎
市
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

若
い
こ
ろ
岡
崎
市
で

寮
生
活
を
し
た
。
寮
に

は
東
海
地
方
以
南
の
出

身
者
が
多
く
、
雫
石
の

標
準
語
は
ほ
と
ん
ど
通

じ
な
か
っ
た
。

母
が
送
っ
て
く
れ
た

南
部
せ
ん
べ
い
。
寮
内

で
お
す
そ
分
け
し
た
ら

「
お
み
ゃ
～
の
方
じ
ゃ
、

奈
良
の
鹿
の
せ
ん
べ
い

食
っ
と
る
ん
が
や
？
」

に
が
っ
か
り
。
夏
み
か

ん
が
届
い
た
時
は
「
お

み
ゃ
～
の
方
じ
ゃ
、
み

か
ん
が
獲
れ
ん
の
か
や
？
」

と
言
わ
れ
る
と
思
い
自

分
だ
け
で
食
べ
た
。

母
か
ら
の
手
紙
、
寮

の
舎
監
の
「
〇
棟
〇
号

室
の
細
川
君
、
お
母
さ

ん
か
ら
電
話
で
す
」
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
は
一
番
の

喜
び
だ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
50
年
だ
。

雫
石
あ
ね
っ
こ
の
母
は

今
年
90
歳
に
な
る
。
今

も
出
来
の
悪
い
ぼ
ん
く

ら
息
子
と
そ
の
家
族
を

愛
し
ん
で
く
れ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
ぼ
ん
く

ら
息
子
は
子
や
孫
に
何

を
し
て
や
る
の
か
。

こ
れ
か
ら
50
年
、
ど

う
す
る
忠
雄
く
ん
。

。

つ
ぶ
や
き

ど
う
す
る
家
康

細
川
忠
雄

住んでいた寮

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
44

ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
直
後
に
具
合
が
悪
く
な
っ

た
人
が
い
る
。

死
ん
だ
人
さ
え
い
る
。
１
０
０
０
人
と
も
２
０

０
０
人
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
厚
生

労
働
省
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
を
認
め
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
非
常
に
よ
く

似
た
遺
伝
子
の
か
け
ら
を
体
に
入
れ
て
コ
ロ
ナ

に
対
す
る
抵
抗
力
を
作
ら
せ
る
。

そ
の
遺
伝
子
の
か
け
ら
が
悪
さ
を
す
る
。

人
の
体
の
抵
抗
力
を
弱
め
て
し
ま
う
。

と
て
も
健
康
だ
っ
た
人
が
、
突
然
具
合
が
悪
く

な
る
。

病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る
。
持
病
が
ひ
ど
く

な
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
を
認
め
な
い
の
は

こ
れ
ま
で
の
方
針
の
誤
り
を
認
め
た
く
な
い
か

ら
。

政
府
、
医
師
会
、
マ
ス
コ
ミ
は
本
当
に
科
学
的

で
あ
っ
て
ほ
し
い

井
上

駿

安
全
対
策
関
係

（
１
）
災
害
時
等
で
途

中
駅
に
抑
止
と
な
っ
た

場
合
、
８
時
間
を
め
ど

に
交
替
さ
れ
た
い
。

〈
回
答
〉
確
保
す
る
よ

う
、
引
き
続
き
現
場
に

指
導
し
て
い
く
。

〈
組
合
〉
８
時
間
を
め

ど
に
交
替
要
員
を
出
す

こ
と
を
取
り
決
め
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た

貨
物
駅
で
長
時
間
抑
止

と
な
っ
て
い
て
も
食
事

の
手
配
も
さ
れ
て
い
な

い
。一

定
の
ル
ー
ル
を
作
っ

て
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
機
械
で
は
な
く

人
間
で
あ
る
。

東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
関
係

（
１
）
臨
時
雇
用
員
の

日
給
を
７
，
４
０
０
円

と
さ
れ
た
い
。

〈
回
答
〉
東
北
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
の
就
業
規
則

に
よ
る
。

〈
組
合
〉
昨
年
は
６
２

０
０
円
か
ら
６
４
０
０

円
と
し
た
が
、
物
価
が

上
昇
し
て
い
る
。
非
正

規
の
賃
金
が
安
す
ぎ
る
。

最
賃
を
ベ
ー
ス
に
賃
金

を
決
め
る
の
が
そ
も
そ

も
安
す
ぎ
姑
息
で
あ
る
。

毎
年
10
月
の
改
定
で

最
賃
に
抵
触
し
て
い
る
。

そ
の
時
点
で
賃
金
を
上

げ
な
け
れ
ば
違
法
で
あ

る
。

〈
会
社
〉
違
法
で
あ
る

と
い
う
認
識
で
は
あ
る

が
、
企
業
の
決
め
方
で

あ
り
、
東
北
ロ
ジ
は
改

定
時
で
は
な
く
４
月
に

賃
金
を
上
げ
て
10
月
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
差
額
を

支
払
っ
て
い
る
。

東
北
ロ
ジ
の
日
給
を

上
げ
る
よ
う
要
望
が
あ
っ

た
こ
と
は
伝
え
る
。

２
０
２
２
年
度
年
度

末
効
率
化
の
実
施
に

つ
い
て

（
１
）
盛
岡
総
鉄
検
修

課
清
掃
業
務
直
営
化

東
北
ロ
ジ
に
委
託
し

て
い
る
清
掃
整
備
作
業

の
一
部
（
仕
業
庫
内
清

掃
、
重
量
物
運
搬
）
を

直
営
で
実
施
す
る
。

（
２
）
仙
台
総
鉄
宮
城

野
派
出
貨
車
交
番
検
査

直
営
化

東
北
ロ
ジ
に
委
託
し

て
い
る
貨
車
検
査
工
事

を
直
営
で
実
施
す
る
。

２
０
２
３
年
３
月
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
盛
岡
に
関
す
る
も
の


